
て、今年度も有機農業の普及啓発活動および有機JAS認
証事業を着実に進めて参ります。今後とも皆様方のご理
解・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げま
す。
　総会後に開催した有機農業フォーラムでは、最初に、
全国有機農業推進協議会理事長であり当協会の常務理事
でもある大和田世志人から、「農水省の大胆なオーガニ
ック戦略とは？」と題して有機農業推進に関する情勢報
告を行いました。昨年農水省が策定した「みどりの食料
システム戦略」では、わが国の有機農業の取組み面積を
現在の2.3万haから2050年に100万haまで拡大する方針
を掲げています。その過程で化学農薬使用量の50％削
減、化学肥料使用量も30％削減をめざすとしています。
はたしてこのような大胆な政策は本当に実現できるの
か？ 大和田報告では千葉県いすみ市や埼玉県小川町での
有機農業の実践事例、さらに2025年までに100市町村で
「オーガニックビレッジ」を創出する国の事業などを紹
介し、今後みどり戦略にそって有機農業の推進を強力に
進めて欲しい旨訴えました。

C O N T E N T SC O N T E N T S

koaa press
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NPO法人鹿児島県有機農業協会

こあぷれす
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P1
P2
P3

・第23回通常総会および有機農業フォーラム開催のご報告
・読書会のご案内
・有機農業との出会い　　理事　永田洋一郎
　/フェスタ公式LINEアカウントのご案内

P4～P5
P6
P7～P8

・国際オーガニック映画祭報告及び映画祭のご案内
・オーガニックNews/有機農業チャレンジフォーラムのご案内
・認証部からのお知らせ

第23回通常総会および
有機農業フォーラム開催のご報告

　会員および認証事業者の皆様、平素より協会の運営に対して格別のご配慮を賜
り厚くお礼申し上げます。
　協会では、さる5月22日（日）かごしま環境未来館（鹿児島市) において、第23
回通常総会と有機農業フォーラムを開催しました。当日は好天にも恵まれ、九州
農政局鹿児島県拠点および鹿児島県農政部からも来賓の出席を賜り、出席会員
（委任状出席を含む）のご協力を得て滞りなく議事を進行することができまし
た。通常総会では、第1号議案2021年度事業報告及び収支決算の承認、第2号議案
2022年度事業計画及び収支予算の決定についてご審議いただき、いずれも満場一
致で承認されました。総

田代正一 理事長

総会の
様子

会で承認された事業計画
および予算案にもとづい

次頁へ続く→

理事長　田代 正一
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　土作りは人間の子育てに似ている。子どもを３歳までに肥満に育てる
と、大人まで肥満体質が継続する。土作りも３年の時間が必要である。
時間をかけて、じっくりといい土にする努力が大切。慌てて大量の有機
物を畑に投入すると、土が肥満になってしまう。そうなれば、野菜の生
育は悪くなるし、病虫害の多発と味の低下が起こる。良い土の三条件
（物理的条件、化学的条件、生物的条件）は急には整わない。とくに物
理的条件、生物的条件が整うには相当の時間がかかる。それが、作物の
病虫害発生の大きな原因であり、有機農業は難しいという言い方につな
がっている。（中略）安全・良質の食べ物を作り、食べる関係を強化
し、食料の自給と健康な暮らしを確かなものにしたい。生産者と消費者
との生命の相互委託、暮らしの相互委託を構築し、市場原理に押し流さ
れない暮らしの構築をともに考えたい。保田先生には、このように有機
農業の理念と哲学について情熱的に語っていただきました。保田先生、
素敵なご講演ありがとうございました。
　以上、簡単ではありますが、第23回通常総会と有機農業フォーラムの
開催報告とさせていただきます。

　続いて、神戸大学名誉教授でNPO法人兵庫農漁村社会研究所理事長の保田茂氏
に「有機農業のこれからを語る」と題してご講演いただきました。保田氏による
と、有機農業は天地有機の原理に立脚した農業である。自然界には、化学肥料や
農薬を使わなくても、植物が生々と繁茂しているところが無数にある。山の雜木
林、土手の草むら、路傍の野草はまさにそうである。そこには腐葉土という、秘
密の力をもった素晴らしい土があり、その土に根を張った植物は元気に育ち、化
学肥料や農薬とは無縁な暮らしをしている。その腐葉土に似た良質の土を畑に再
現すれば、野菜も化学肥料や農薬に依存することなく、生々と育つはずである。
有機農業の目的は経済的利益ではなく、母乳の農薬汚染というショッキングな事
実を契機として提起された農業であり、二度と再び母乳を汚染することのない、
安全良質な食べ物の生産と環境の保全を通して、次世代の生命をしっかり守って
いこうとする農業である。そのためには土作りが最も重要な技術的な課題であ
り、有機農業の成功のカギは土作りにあるといっても過言ではない。その土作り
の目標は山の腐葉土に似た土を作ることである。

FORUMご報告

保田　茂 氏

第5回 有機農業関係図書 読書会のご案内
時間　19:30～21:00
開催方法　ZOOM(オンライン)

　今回の解説図書は「モンサント」。
「モンサントの不自然な食べもの」という映画をご存知ですか？　本書はその元本です。
　モンサントは現在、ドイツのバイエルの傘下に入っていますが、この会社はその成立から様々な「悪
業」を重ねてきました。バイエルは「遺伝子組み換え種子」を持っているこの企業を買収しただけでな
く、その訴訟とその賠償金を負担しています。 本書はモンサントのPCB、ダイオキシン、ラウンドアッ
プ、遺伝子組み換え種子を開発し、ロビー活動と「回転ドア」という人事を通じて、世界農業の支配を企
んできたその裏側を余すところなく暴いています。
　今、日本では表示義務がないまま遺伝子編集作物が開発され、市販されようとしているだけでなく「遺
伝子組み替えでない」という表示が禁止されようとしています。 マリー＝モニク・ロバン著

『モンサント』
（作品社2015）571頁¥3,400申込みは鹿児島県有機農業協会　099-258-3374またはkoaa@koaa.or.jpまで(7月19日〆切)

協会判定員
岩元泉が
解説する
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　 まずは自己紹介です。この６月で６７歳になりました。
２３歳からの３７年間余り地元の市役所に勤務し、主に農政
部署で仕事をしてきました。その後、ＪＡ県経済連で５年間
近く直売所担当として勤務し、主に南薩地域を中心に生産者
との情報交換、直売店舗への農産物や農産加工品等の安定供
給のための業務を行ってきました。経済連退会後１年間は、
市役所を退職する数年前に始めたオリーブ栽培の縁で、鹿児
島市内の農業生産法人に１年間勤務しました。
　市役所退職後の楽しみと生活のために始めたオリーブ栽培
ですが、既に１０年近くが経過し、立地条件や栽培管理の未
熟さもあってか、今年も花芽はたくさん見られましたが、先
日の降雨の影響なのか、結実は少ないようです。実は、既に
管理は妻に任せた格好になっています。
　通院先の医師からは、持病の関係で過度の労働は控えるよ
うに指摘されている身では、「いよいよ年金暮らしかー」と
諦めかけておりました。何か働き口はないものか、少しでも
地域社会のお手伝いになるような仕事はないものか、市役所
勤務時代の経験も含め試行錯誤しておりましたところ、昨年
から協会理事を仰せつかっていることもあり、有機JASの検
査員はできないものかと思い立ったところです。現在は研修
中の身ではありますがー。後述しますが、実はこの検査員の
件では苦い思い出もあります。
　さて、タイトルの「有機農業との出会い」ですが、最初は
市役所勤務時代、当時は有機農業の定義もない、平成５～６
年の頃でしょうか。「有機茶の栽培を始めている、お墨付き
が貰えないか。」と地元の茶栽培農家が市役所に相談に訪れ
た時でした。当時の職場で茶の技術員でもあった上司の課長
は「辞めろ」と一蹴したのを覚えています。それでも平成４
年度に農水省が制定した「特別栽培農産物に係る表示ガイド
ライン」に沿って栽培し記帳も行っているとの申し出であ
り、どうにかしたいとの思いから、当時はきちんとした審査
規範もない中で、４ヘクタールのほ場を目視で確認し、記録
簿では栽培履歴を確認し、市農林技術協会長名でガイドライ

ンに沿って栽培していると“確認”しました。その後も、数年
間は同様の方法で“確認“したように記憶しております。
　その後は、平成１１年に鹿児島県有機農業協会が設立さ
れ、認証機関となり、当該農家は２０年以上も有機JASの認
証を受け続けておりましたが、数年前リタイアし、ほ場管理
は地元で製茶工場を有するJA系統の有限会社に引き継がれ
ております。
　実は、同協会が主催して鹿児島大学連合大学院の教室で行
われた第１回の検査員資格を取得するための講習会とその後
の筆記試験には、当時の加世田市（現南さつま市）からは前
述の茶栽培農家と小生の２名が受講・受験しました。試験問
題は当時の岩元泉理事長が作成され、文章中空欄になった
（）内に適当な語句を別欄の語句の中から選ぶものと、文章
中間違った語句を線で消し、正しい語句を別欄の語句の中か
ら選んで記入するというもので、１００点満点で２０箇所の
解答箇所がありました。当時は農産と加工の区別はなく、１
箇所５点で設定され、１２箇所正解、６０点以上が合格とい
うものでした。結果は２名とも７０点で、筆記試験は合格で
した。しかし、その後農水省の担当部署で行われた書類審査
で、明暗が出てしまいました。
　農業経験については、現在のような明確な規定はなく、行
政の農政担当部署での業務経験は該当しないというものでし
た。そのため、一緒に受験した茶栽培農家は検査員合格、小
生は不合格となりました。当時、農水省の市町村農政現場の
実情の無理解に対しては、強い憤りを感じたのを覚えており
ます。
　その後も、市役所勤務時代、平成１５年度に指定された
「砂丘特区」への『かごしま有機生産組合』の参入やJA県
経済連勤務時代の直売所での有機農産物の取り扱いなど、有
機農業との様々な出会いがありました。
　引き続き、有機農業との出会いを大切にしながら、活動に
参加していきたいと考えております。

有機農業との出会い有機農業との出会い有機農業との出会い 理事　永田洋一郎

E S S A Y

オーガニックフェスタかごしまオーガニックフェスタかごしまオーガニックフェスタかごしま
公式LINEアカウント開設‼公式LINEアカウント開設‼公式LINEアカウント開設‼

お待たせいたしました(^^♪
フェスタの公式LINEアカウントを開設いたしました(^^)/
少しずつできる項目を増やしていきますので、時々LINEを開いてみてくだ
さいね！
まずは出店者募集を開始いたしますので、なるべくWEBからのお申込みに
ご協力頂けると助かります。(出店者募集については別紙をご覧ください)
友だち登録は右記QRコードからお願いしますm(__)m

フェスタ公式LINEアカウント
友だち登録よろしくね‼
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6/14（火）姶良市映画祭6/14（火）姶良市映画祭
オンライン映画祭報告オンライン映画祭報告

第1部　13:30～15:00
第2部　15:30～16:30

「食の安全を守る人々」

　南種子町有機農業推進協議会（会長＝小薗裕康町長）では、７月２９日（金）に町民向け啓発
事業の一環として、オーガニック映画祭を開催するべく準備をすすめている。（会場は南種子町
福祉センター）
　映画祭の企画としては２本立て。１３時３０分より「食の安全を守る人々」というドキュメン
タリー映画の上映（８０分）。これは日本のみならず、アメリカやヨーロッパでおびやかされて
いる食の問題について、農家や消費者、医師、弁護士などの活動を詳細にレポート。現在の課題
を具体的に取り上げている。
　第２部では１５時３０分より「食の安全を守る人々」を制作したプロデューサー山田正彦さん
を囲んで、地元の生産者、消費者、行政の立場から意見交換をする予定。

MOVIE　NEWS

南種子町有機農業推進協議会（南種子町役場総合農政課内）
０９９７－２６－１１１１

＠姶良公民館　作品「給食からの革命」

－オーガニック映画上映会＆トークセッションin南種子町－

プロデューサー山田正彦氏との
トークセッションもあります！

4

「トークセッション」

　6.14（火）姶良市で映画祭を開催しました！まだ梅雨でしたが約90名ほどのご
来場でした！また6/26（日）にオンライン上映も初開催！どこでも皆様が観るこ
とができるということで初の試みとして開催。合計で100名ほどの方に作品をご
覧いただけました！

　

　作品は「給食からの革命」。平日の開催でしたが、赤ちゃん連れの方、姶良周

辺の方、鹿児島市、薩摩川内市など遠方からもご参加頂き感謝申し上げます。　　　　　

また、上映後は有機農家4名とあいらびゅーFMの方に司会のもと、会場を巻き込
んだパネルディスカッションを開催。生産者の声を直接お届けし、また消費者の

方からのご意見も聞ける活発な時間となりました！会員の皆様にも、参加者のア

ンケートを一部ご紹介！

パネルディスカッション　姶良の有機農家さん4名

あいらびゅーFM（司会）　福島やすしさん（左）

口から入る食べ物によって病
気をすると言われておりま
す。我々の宝である子供の給
食から有機野菜が広がってい
くと良いですね！

私は基本的に野菜は地元で調達しています
し、そこに有機野菜があれば購入していま
す。物産館で買うと、生産者の名前が書い
てあり、顔はわからなくてもなんとなく身
近に感じます。もっとこういう活動が増え
て、考える人が増えていくといいなと思い
ます。パネルディスカッションは会場も巻
き込んだのが良かったです。もう少し聞き
たかったです。

海外でのオーガニック給食の
やり方を学べた。鹿児島市で
もやっていくにはどうしたら
いいか…考えてみたい。

未来の宝である子供たちに
は、有機食で健康かつ自然生
態系を理解してほしい。



8/7 日

日

8月！9月！は映画三昧！8月！9月！は映画三昧！

9/4

MOVIE　NEWS

午前の部　10:10～12:00
午後の部　14:10～16:00

地方映画祭第2弾！

国際オーガニック映画祭in南さつま市
＠南さつま市民会館
「いただきます ここは、発酵の楽園」

　地方映画祭第2弾！として南さつま市で映画祭を開催します！
　夏休み期間ということで、親子で楽しんで学べる形で計画中！
 　作品は「いただきます　ここは、発酵の楽園」。
　食べたもので身体が作られると聞くけれど、日々に追われていちいち自覚してな
かったり、わかった気になっていたり。
　気付けばもうあと今年も半分！・・・なんて方も多いのではないでしょうか。
　この作品では発酵を通して、微生物が人間界とも繋がっているんだということが
スッと！わかるお話。見たら無性にお味噌汁が飲みたくなったり、気軽に発酵を生
活にとりいれてみたいな♪と思える作品です。

　夏休みに子供たちのご飯をつくる保護者の方にもぜひぜひおすすめしたい作品！
　会員の皆様も、お友達やお知り合いにお声がけいただけましたら嬉しいです！
　詳しくは同封のチラシをご確認ください。

・午前の部「人生フルーツ」
・午後の部「もったいないキッチン」
＆トークセッション（ゲストあり）

　今年は大人気作品を県民交流センターで開催！
8月までに詳細は追ってHP・Instagramでアップ
するので要チェック！
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食の もったいない を美味しく楽しく解決！
舞台は「もったいない精神」の国、日本 。




「もったいないキッチン」

「
人
生
フ
ル
ー
ツ
」

廃棄食材料理を届けながらヨーロッパ
をめぐる旅を追ったドキュメンタリー
「0円キッチン」を手がけ、「食品ロ
スを楽しく解決！」を実践するオース
トリアのジャーナリスト、ダービド・
グロスが日本各地をキッチンカーでめ
ぐる様子をとらえたドキュメンタリ
ー。なんと！鹿児島県枕崎のかつお節
工場も作中に登場！

2020年製作／95分／日本／日本語吹き替え
配給：ユナイテッドピープル






2016年／91分／日本　©東海テレビ放送

国際オーガニック映画祭　ｉｎ
Ｋａｇｏｓｈｉｍａ　2022
＠県民交流センター　大ホール

　　　2作品上映（各1回）





グリーンサポート事業で、除草剤フリーの稲作へ

 アイガモロボ現地検討会
in伊佐市　７/６（水）
in姶良市　７/７（木）

099-282-6867　(担当／濵田) かごしま有機農業推進協議会

または姶良伊佐地域振興局農政普及課まで

7/12 火

有機な
お知らせ

みどり戦略への挑戦

＝アイガモロボ活用による実証スタート＝

　２０３０年までに、農薬の使用量を20％削減すると
いうのが今年、農水省が定めた政策目標。そのおおも

とは、 昨年５月に策定・発表されたみどりの食料シス
テム戦略であるが、それによると2050年までに農薬
の使用量を50％削減、化学肥料の使用量を30％削
減、有機農業の取り組み面積を25％までに拡大すると
いうもの。その長期目標をバックに、まず第一弾とし

ての2030年目標が示されたところだ。
　では、具体的にどうやってそれを実現するのか？

鹿児島県はかごしま有機農業推進協議会をタイアップ

して姶良市と伊佐市で除草剤を使用せずに、代わりに

太陽光パネルで動くアイガモロボを水田に投入する実

証事業に乗り出した。いわゆるグリーン転換サポート

事業である。

　姶良市では今村君雄さん、蔵満久幸さん、岩下広行

さんの3人の水田で、6月中旬から下旬にかけて田植え
を終了しおよそ3日後にアイガモロボットを投入。そ
うすると、アイガモロボは日中水田を縦横に走行、田

んぼの表面を小さくかくはんすることにより、トロト

ロ層を創出。それによって雑草の発生を抑制するとい

う仕組みだ。除草剤の使用は必要ない。アイガモロボ

を投入するのは、田植え後の初期およそ３週間程度。

伊佐市では久保田安秀さんの水田で同じく6月中旬か
ら下旬にかけてアイガモロボを投入。

　それぞれの地域では現地見学会が計画されている。

　関心のある方はぜひお出かけを。

有機農業
チャレンジフォーラム2022

会場：霧島観光ホテル
 霧島市牧園町高千穂3885

 0995-78-2531

第1部　13:00～13:30
第2部　13:30～15:30

「有機農業に生きて、活かされ、生き貫く」
記念講演

魚住道郎講師　　　　　　　　氏
(日本有機農業研究会理事長・専業農家)　

主催：かごしま有機農業推進協議会

参加無料
※事前予約が必要です

お問合せ先：かごしま有機生産組合　電話：099-282-6867　担当／濱田　

※詳細は別紙チラシをご覧ください

有機農業ステップアップセミナー
in南さつま市の様子（2022/3/29開催)

ORGANIC　NEWS
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　これまで実地の確認調査については、訪問調査のみとなっておりましたが、昨年の運用改善により、リモート
での実地調査も行えるようになりました。当協会でも条件に当てはまった認証事業者の皆様からの希望があった
場合は、リモート調査の実施に関する検討を行い、問題なく実施できることが確認できた場合は、継続確認調査
をリモートにて実施させていただきます。別紙のリモートでの調査を行う場合の手順書（マニュアル）にて詳細
はご確認ください。
　リモートでの確認調査を希望される場合は、内容を確認いただきますよう、よろしくお願いいたします。

　先日協会よりお願いの文書をお送りした、格付実績報告書の提出についてのご連絡です。
　提出期限は6月末となっております。まだご提出いただいていない認証事業者の皆様は、協会までメールや
FAX、郵送等で提出をお願いいたします。様式が必要な方は、協会までご連絡ください。
　また、認証を取得したばかりの事業者の皆様で、2021年度は格付実績がない場合も、「実績なし」と記載の
上、ご提出ください。
　合わせて、有機農産物の生産行程管理者の皆様には、2022年3月31日時点の認証ほ場面積をお知らせいただき
ますよう、お願いしております。
　申請ほ場において、田んぼや畑などについては、作付品目で判断していただき、地目が「田」となっている場
合でも、野菜を栽培している場合は、「普通畑」となりますのでご注意ください。
　そのほか、分からないことがありましたら、協会までご連絡ください。
　重ねてのお願いとなりますが、ご提出いただいていない認証事業者の皆様は、至急ご提出いただきますようお
願いいたします。

～条件～
　①グループ認証であること。
　②2年目以降の年次確認調査であること。
　③認証されているほ場が11枚以上であること。
　④有機ＪＡＳ講習会を修了した者がすべての構成員に対して、定期的に（年１回以上）、次の事項等につ
　　いて、ほ場等を直接管理している者それぞれが作成している書類・記録等も用いながら確認の上、その
　　結果について記録を付け、生産行程管理責任者が当該結果を把握していること。なお、この確認はほ場
　　等を直接管理する者とは別の者が実施する必要があります。
　　　・使用禁止資材の飛来、流入対策
　　　・農産物や肥料等の保管施設における区分管理の状況
　　　・ほ場で収穫された農産物の出荷の管理
　⑤　④の確認中に不適合が認められた場合、原因究明、即時措置、再発防止策を適切に行い、当該事項に
　　ついて記録していること。
　⑥　前年度調査時に、原則として不適合事項または潜在的不適合がないこと。

認証部からのお知らせ認証部からのお知らせ

　有機農産物又は有機飼料の実地調査は、これまで検査員が全てのほ場やほ場の関連施設（以下「ほ場等」とい
う。）を対象に行ってきましたが、今後は生産行程管理者等によるほ場等の管理・把握に関する後述する６つの
条件をすべて満たす場合に限り、サンプリングによる抽出ほ場等を対象にした実施調査を認めることになりまし
た。なお、条件を満たしている場合であっても、認証事業者の皆さまはこれまでのように、全てのほ場等に対す
る実地調査を選択することができます。
　次回の年次調査からほ場等のサンプリング調査を希望される場合は、Ⅰ、Ⅱについては必ず年次調査の前まで
に、Ⅲについては確認調査申告書提出時に以下の事項を行ってください。

グループ認証におけるほ場等のサンプリング調査の導入に関するご案内

リモート調査について

格付実績の報告について
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Ⅰ．グループで認証を受けるために必要な事項を「内部規程」及び「格付規程」に規定する。また、協
会事務局に変更届及び変更後の「内部規程」及び「格付規程」を提出する。
Ⅱ．すべての構成員に対して書類・記録を用いながら使用禁止資材の飛来・流入対策、農産物や肥料等
の保管施設における区分管理の状況及び当該ほ場で収穫された農産物の出荷の管理等が適切に行われて
いるかほ場等を訪問して確認し、その結果を記録する。（条件④）なお、協会で確認・結果の記録に用
いる様式例を準備しておりますが、独自に様式を作成いただいても構いません。
Ⅲ．確認調査申告書に同封してお送りする「サンプリング調査確認チェックシート」及び上記Ⅱで使用
した全構成員分の記録(直近1年分)を確認調査申告書等と一緒に提出する。

Ⅰの内部規程、格付規程の記入例、Ⅱの記録様式及び記入例の送付をご希望の方は、事務局までご連絡ください。

～サンプリング調査を実施するために必要な事項～




 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

有機JAS
講習会 
 
 鹿児島市 オンライン

 (Zoom) 
 鹿児島市 オンライン
 (Zoom) 


フォローアップ
講習会

オンライン
 (Zoom) 
 
 鹿児島市 オンライン

 (Zoom) 
 鹿児島市 オンライン
 (Zoom)

総会議案書について

同封の払込取扱票をご利用頂くか、下記、振込先へお振込み下さい。

年会費納入のお願い

有機ＪＡＳ講習会開催のお知らせ

　2021年度も皆さまのご支援により、協会の活動を無事に終えることができました。ありがとうございました。
　新年度の開始にあたり、2022年度の会費納入にご協力をお願い申し上げます。払込票等は、同封の資料にござ
いますのでご確認ください。
　本年も皆さまからのご意見・ご要望をお聞きしながら、有機農業を支援し、広げる活動をしていきます。
　引き続きご協力をよろしくお願い申し上げます。

認証部からのお知らせ認証部からのお知らせ

　第23回通常総会（2022年5月22日開催）の議案書をホームページに掲示しております。
　今回より総会議案書につきましてホームページにて掲示する事とさせていただきました。
　ホームページを見ることができない、紙でほしい、という方には郵送いたしますので、事務局へご連絡くださ
い。

講習会年間スケジュール

　７月２９日（金）に、協会初となるオンラインフォローアップ講習会を開催い
たします。フォローアップ講習会では、リモート調査の実施手順（別紙にてご案
内）や前ページに記載されているほ場等のサンプリング検査を中心とした各種改
訂について、事務局よりご説明させていただきます。また検査員から現場の実務
者向けの留意点、日常業務での疑問点に対しての質疑応答を行います。
　参加をご希望される方は同封の申込用紙に必要事項をご記入の上メール又はＦ
ＡＸにてお申込みください。
　たくさんのご参加お待ちしております。

フォローアップ講習会開催のお知らせ（オンライン）

　９月２８日（水）、２９日（木）に、鹿児島市において対面での有機ＪＡＳ講習会を開催いたします。 
 　有機ＪＡＳ講習会は、新規事業者や既存事業者の初めて受講する方向けとなり、講習会では有機食品の生産基
準や申請書類の書き方等についてご説明させていただきます。
　新しく担当者になる予定の方やこれから有機JASの認証を取得しようと考えられている方がおられましたら、
ぜひお声掛けいただきますよう、よろしくお願いいたします。
　※詳細・申込みについては別紙を参照ください。
　また、１０月にはオンラインでの有機ＪＡＳ講習会を計画しております。日程などは決まっておりませんが、
受講を検討されている場合は、事前に協会までご連絡ください。
　ホームページなどでもお知らせしますが、詳細が決まり次第、ご連絡させていただきます。

協会初デス
ぜひお申込み
クダサイ
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協会からのお知らせ協会からのお知らせ協会からのお知らせ


